
保健福祉分野での
ＡＩ活用を中心として

将来の男⼥5歳階級別推計⼈⼝（2015年は国勢調査による実績値）

男⼥計 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年
総数 8022 7130 6285 5499 4756 4055 3429

市 区 町 村 別 ⼈ ⼝ と 世 帯（令和２年７⽉１⽇現在）

区分 ⼈⼝ 世帯数総数 男 ⼥
鋸 南 町 7,165 3,445 3,720 3,219 
芝 ⼭ 町 6,959 3,443 3,516 2,552 
御 宿 町 6,849 3,233 3,616 3,073 
睦 沢 町 6,813 3,292 3,521 2,490 
⻑ 柄 町 6,728 3,303 3,425 2,610 
神 崎 町 5,733 2,925 2,808 2,288 

□ 10億円以上の圧縮が必要！？

令和２年度鋸南町⼀般会計予算（町報きょなん令和２年４⽉号） 令和２年度神崎町⼀般会計予算（広報こうざき令和２年４⽉号）

１０年後をイメージする

現在の神崎町と同程度に？

人件費

745,114 千円, 
17.4%

令和元年度 性質別歳出の内訳

⼈件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

投資及び出資⾦・貸付⾦（経常
的なもの）
経常的繰出金

普通建設事業費

災害復旧事業費

積⽴⾦

投資及び出資⾦・貸付⾦（経常
的なものを除く）
繰出⾦（経常的なものを除く）

鋸南町の現状

歳出総額

42億
8,074万3千円

給与
平成30年度⼀般会計決算
1⼈あたり給与費：534万円

平成31年４⽉１⽇現在
職員の平均給与⽉額：302,367円

参考：町報きょなん令和２年３⽉号

⼈件費

参考：令和元年度地⽅財政状況調査

⾃治体戦略2040構想研究会では、今以上
に少ない⼈数での⾏政運営になると試算

↓

⼈⼝減少に伴い職員数が減ることは不可
避！！！

引⽤元：2040年頃までに想定される各⾏政分野の課題等について
URL：www.soumu.go.jp/main_content/000567449.pdf

職員数
令和２年７⽉１⽇現在 １０６⼈（特別職を除く）

鋸南町定員管理計画では・・・
平成34年度（令和4年度）まで横ばい

鋸南町の現状

年度 H30 H31 H32 H33 H34
定員管理計画⽬標値(⼈） 100 103 104 105 105

前年度⽐ ▲1 3 1 1 0

鋸南町定員管理計画（平成30年〜平成34年度）での職員数



鋸南町の現状

268,915 295,361 314,208 317,924 330,302
375,863
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国保 1⼈当たり療養給付費と加⼊者数推移

⼀⼈当たり医療給付費 平均被保険者数
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65歳平均余命と平均⾃⽴期間（健康寿命）
65歳平均余命 65歳平均自立期間 県65歳平均自立期間

平成28年

健康情報ナビより作成

（年）

健幸政策SWC-AI（SWC : Smart Wellness City)の導⼊

⽣涯にわたり健やかで幸せに暮らせるまち（健幸なまち）
➤「健幸」をまちづくりの中核に位置付ける
➤⾼齢化・⼈⼝減少が進んでも持続可能なまちづくりが可能

◇健康に関⼼のある層だけでなく、住⺠全員の参加を⽬指す
◇健康維持・社会参加するためのしくみづくり
◇住⺠の⽇常の⾝体活動量を増加させる

➡ ⽣活習慣病や寝たきりの予防 ➡ 健康寿命の延伸
医療費の削減

健康寿命をのばすために

新潟県見附市での導入事例

つくばウエルネスサーチウェブサイトより

新潟県見附市での導入事例

つくばウエルネスサーチウェブサイトより



健康ポイントの実施による医療費抑制効果

差は５万円/人

広域連携６自治体での健幸ポイント導入事例

つくばウエルネスサーチウェブサイトより

国⺠健康保険・協会けんぽなど
医療レセプト・健診データ

住⺠の健康データ
健康に影響する広範なデータ

介護保険
介護給付データ ⾃治体の課題を分析 施策提案

効果の予測

施
策
の
実
施

健幸政策SWC-AIが行うこと

つくばウエルネスサーチ「健幸政策SWC-AI」パンフレットより

【具体的な施策の提案】 【予想される医療費削減額の提⽰】

➤住⺠の７割のデータを使って、健康課題を分析・評価し政策化する

健幸政策SWC-AIが行うこと

【メリットとして考えられること】
・専⾨職の世代交代にも有効
・データを⾝近なものとして活⽤（地区単位ごとのデータ分析が可）
・効果の確認されている事業を効率よく実施できる
・マンパワー・予算規模に合わせた事業の実施
・既存事業の⾒直し・効果判定など➤PDCAサイクルの効率化

【地域通貨ポイント】
各種⾏政の⾏事・イベントなどでポイントを付与

・公共施設利⽤料、公共交通料⾦として利⽤
・町内事業者、店舗等での使⽤

➤内需の拡⼤・公共施設等の利⽤促進
➔町の活性化につながる

➤コンサル費⽤は５８０万
• ヘルスアップ事業補助⾦、地⽅創⽣交付⾦ などの活⽤が可能
• 鋸南町⼀般職員の⼈件費約１⼈分
• 他⾃治体の事例を単純に当てはめると、無関⼼層のプログラム参加１１６⼈で医療費削減５８０万円

➤職員の負担を軽減
• 経験や能⼒によらない
• 効果的な事業の⽴案が可能

➤健康施策だけではなく「まちづくり」
• ⾃然とウォーキングしてしまうような環境整備
• インセンティブの導⼊（地域通貨ポイント）

• ⼈⼝減少は避けられない。
• 職員不⾜も避けられない。
• より効果的に業務を⾏う必要がある

• AI・ICTの活⽤は⼈材不⾜になる⾃治体にこそ不可⽋である。
• 積極的な導⼊

• 事業の実施にあたっては全庁的な取り組みも必要
• 地域通貨の導⼊
• 課の枠をこえたチーム編成➤フレキシブルな職員配置

まとめ


